
 

「人と関わる」喜び 

今年６月１日、長い臨時休業が解除され、久

しぶりの登校が叶ったとき、「先生、学校って楽

しいね」「もっと学校におらして！」などと、児

童が口々に言ったものでした。誰もが「人と関

わる」「自信を獲得する」喜びを感じました。 

それから、３カ月。児童と教職員で行う教育

活動の多くは、新しい生活様式に則して戻って

きましたが、保護者・地域の方々や、他校・施

設との交流の多くは実施できていません。 

優先順位として、黒井小では児童同士の良さ

を認め合う機会を減らさないことを第一に考え

ています。理由は、それらの営みが社会性の基

礎を築くものだからです。 

社会性の基礎となるもの 
黒井小児童数の推移です。 

昭和42年度４４５名 

昭和50年度３３０名 

平成 元年度２７２名 

平成10年度２５６名 

平成20年度２０８名 

平成30年度１５５名 

令和 ２年度１６８名 

「人と関わりたい」と思う

気持ちは、社会性の基礎です。かつては、多か

った近隣の子ども同士やきょうだいの交流の中

で遊びを通して自然に身に付いてきたものでし

た。子どもたちは、遊びを通して、人と関わる

ことに慣れ親しむだけでなく、集団の一員とし

ての自覚が促されてきました。みんなが楽しく

遊ぶためには、約束を守ることや、力の弱いも

のをかばうことなどが必要だからです。 

そうしたことは、年少から年長へと育ってい

く中で、役割の推移という形で身に付けていく

ことでした。しかも、それは一部の能力のある

子どもだけの体験ではありません。誰もがその

成長の過程の中で、お世話をされる側からお世

話をする側になる、お世話をされた体験を活か

してお世話をする体験を積む、という具合に身

に付けるものでした。 

異年齢交流で育む 

現在は、少子化の流れを受け、学校でもそれ

らを体験できるように「異年齢交流」の機会を

たくさん仕掛け、教職員は児童を中心に据えた

かかわりを心がけています。登下校、縦割り遊

び、異年齢そうじ、委員会活動などの日常生活

に加え、２学期は「運動会」「音

楽会」「黒井城まつり」「マラソン

記録会」などの行事も実施しま

す。音楽会など、体育館いっぱい

に広がって児童の座席を確保し

た場合には、ご家族にはオンラ

インでお届けするというように、

児童同士の活動を最優先します。

児童同士の営みが、自分の理想

とする人間像を形成し、社会性を育んでいるの

だとご理解ください。 

学校生活の様子は、黒井小学校ホームページ

「今日の黒井小」をご覧ください。画像やコメ

ントを掲載しています。（文責：学校長） 
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６年修学旅行 

２学期がスタートしました。２週間の夏休み

をはさみましたが、ありがたいことに、子ども

たちの元気な声が毎日響いており、日常の有難

みを改めて感じています。 

８月２８日、２９

日と、６年生 22 名

は奈良、京都への修

学旅行に行ってき

ました。例年とは異

なり、新型コロナウィルス感染症対策をとった

上での旅行で、旅行業者、観光地スタッフには

十分な感染症対策をとっていただきました。ま

た、子どもたち自身の感染症対策への十分な認

識もありました。例年以上に多くの人に支えら

れていることに感謝し、思い出深い旅となりま

した。 

まずは、聖徳太子ゆかりの法隆寺。続いて東

大寺大仏殿等、見所の多い奈良公園。どの寺社

もじっくりと拝観することができました。事前

に学習したことと見聞が重なり、歴史に対する

興味・関心が深まりました。宿泊は京都タワー

を望む駅近くの旅館で過ごしました。一つ一つ

指示されることなく、食事や入浴、就寝準備と

自分たちで行っていく６年生 22 名の仲の良さ

や、お互いを思いやる優しさが多く見られまし

た。翌日も黄金に輝く金閣寺をはじめ、清水寺、

漢字ミュージアム、太秦映画村と巡り、子ども

たちは仲間とともに、かけがえのない体験をし

て帰ってきました。 

主体性を重視した運動会 

本年度健民

運動会は中止

となりました

が、黒井小学校では、運動会に向け、練習に励

みました。例年と内容は大きく異なりますが、

子どもたちが主体的に活動する力を培うことに

重点を置き、指導してきました。 

応援合戦では、

６年生が中心とな

って下級生をリー

ドする難しさを実感し、仲間とともに試行錯誤

しながら当日を迎え、「やりきった」という達成

感を味わうことができました。特に「声が出せ

ない」、「密になれない」制限された状況下で、

知恵を絞って演技する活動は、今後、困難を乗

り越える力となります。今後の行事も培いたい

力を明確にして指導していきます。(文責：教頭) 

 

 

 

 

１日（木） ｸﾗﾌﾞ活動 

２日（金） 創立記念日 

６日（火） ２年学年発表(8:10～) 

      ２年氷上高と交流 

９日（金） ５年自然学校 

      （丹波少年自然の家） 

１２日（月） ５年自然学校 

       （豊岡市円山川公苑） 

１６日（金） ３年社会見学（市内巡り） 

２０日（火） 参観日(3,4校時) 

5,6年情報ﾓﾗﾙ学習(5校時) 

14:50一斉下校 

保護者向け講演会(ｵﾝﾗｲﾝ) 

２１日（水） ４年体力ＵＰ事業 

２２日（木） ４年体力ＵＰ事業 

２４日（土） ３年自転車教室(9:00～) 

２７日（火） ５年学年発表(8:10～) 

２９日（木） 1,2年昔遊び体験､ｸﾗﾌﾞ活動 

３０日（金） ３年ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ学習 

１１月 

１日（日） ﾘｻｲｸﾙ活動(8:00～) 

 ３日（火） 文化の日 

 ５日（木） ３年丹波市消防本部見学 

１４日（土） 黒井城まつり(11:40下校) 

１６日（月） 振替休業日 

１７日（火） ４年社会見学（陶の里） 

２３日（月） 勤労感謝の日 

２５日（水） 音楽会(ｵﾝﾗｲﾝ) 


